籲電波の弱い場所では受信できません。 

籲障害物があり、見通しの悪い場所では受信 
できないことがあります。 
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正しく安全にお使いいただくために、ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みください。 
この「取扱説明書」はいつでも見ることができる場所に保管してください。 


防水キャップ . 

F 型コネクター (5 C ケーブル用) 
レンチ（10、 17 mm ). 




屋外用 


UHF アンテナ (家庭用) 


UHF ANTENNA 


UHF ch .13 〜62 


U2SWL24 




75。用 （ F 型端子） 


水平•垂直偏波用 


取扱説明書 

保証書付 





•本機には、接続ケーブルを付属していません。設置 
場所に応じて、必要な長さの 75 Q ケーブルをお買 
求めください。 

♦地上デジタル放送を視聴するには、地上デジタル 
放送用受信機が別途必要になります。 


中•弱電界地域用 


#KGffliH 

uo ! ち np 〇 oc dos co VIAI 


固固固 


S DH マーク（デジタル八イビジョン受信マーク）は、（社)電子情報技術産業協会で審査•登録された一定以上の 
性能を有する衛星アンテナ、 UHF アンテナ、受信システム機器に付与されるシンボルマークです。 
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必ずお読み < ださい ] 安全上の ご注意 


ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みください。 

絵表示について 

この「取扱説明書」には、製品を安全に正しくご使用いただき、ご使用になる方や他の人への危害、 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろな表示がしてあります。その表示と意味は次のとおり 
です。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を 

示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容、および、物的 
損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

絵表示の例 


A △記号は、注意(警告を含む)が必要な内容があることを示しています。 

Z-iA 図の中に注意内容(左図の場合、警告または注意)が描かれています。 


( S ) 記号は、禁止の行為を示しています。 

VO / 図の中や近くに禁止内容(左図の場合、接触禁止)が描かれています。 


△警告 


⑧ 

籲雷が鳴出したら、アンテナ.ケーブルには触れ 
ないでください。感電の原因となります。 

0 

籲アンテナを包装しているポリ袋は、お子様の手の 
届くところに置かないでくださ u 頭からかぶる 
と窒息し、死亡の原因となります。 



A)i 

慮 







A 


>雨降り•強風など、天候の悪い日の屋外での取付 
作業は非常に危険ですから、絶対にしないでくだ 
さい。また、夏の炎天下では、屋根が非常に熱く 
なっていますから注意してください。 

►腐食が進んで劣化した取付金具をそのまま使用 
しないでください。落下して、人や物などに 
損害や危害を与える原因となることがあります。 
アンテナや取付金具は、定期的に点検してくだ 
さい0 


>アンテナを高所に設置する場合、技術と経験が 
必要ですから、必ず購入店にご相談ください。 

>壁面に取付ける場合、壁面の強度がわかる工務店 
に必ずご相談ください。 

►高所に取付ける場合、アンテナやアンテナ部品の 
落下などによって、人や物などに危害や損害を 
与えたりすることがないように、安全な場所を 
選んで設置してください。 

►アンテナの取付工事を行うときは、落下防止の 
ため、ネットを張ったり、アンテナや取付金具- 
工具などをヒモで固定物に結んだりするなど、 
安全対策をしてから作業してください。 

I アンテナの取付作業は、必ず2人以上で行なって 
ください。 

►高所での作業は非常に危険です。万全の安全対策 
をして取付けてください。また、屋根に登ると、 
思ったより高く感じられ、足場も不安定です。 
滑らないように、充分気をつけて作業してください。 


A 


►アンテナ•取付金具•マストなどに異常があったり、 
ビスやボルトなどがゆるんだりしていないか、 
定期的に点検してください。また、台風や大雲 
などの後は、安全を確保してから、アンテナ • 
取付金具•マストなどを必ず点検してください。 
アンテナが破損•変形した場合、新しいものと 
交換してください。そのままにしておくと、アン 
テナや取付金具などの部品が、破損、落下して、 
けがの原因や建造物に損害を与える原因となる 
ことがあります。 

籲感電防止のため、アン丁ナは電線(電灯線.高圧線- 
電話線など)からできるだけ離れた場所に設置 
してください。 

籲テレビやチューナーからの 75 Q ケーブルを 
アンテナへ接続するときは、テレビやチューナー 
の AC プラグを AC コンセントから抜いて作業を 
行なってください。 AC プラグを AC コンセント 
に接続したままケーブルの接続作業をすると、 
使用しているテレビやチューナーによっては、 
感電の原因となることがあります。 


© 







































各部の名称と機能 



方向固定ポルト 


マスト固定ポルト 



マスト固定金具 




壁面取付金具 

. 




落下防止用ヒモ取付孔 


垂直偏波受信用 
本体金具取付位置 


出荷時は、水平偏波を受信するときの 
金具位置になっています。垂直偏波を 
受信するときは、本体金具をこの位置に 
付換えてください。 

P .5 「垂直偏波を受信する場合」 をご覧 

ください。 


水抜き孔(垂直偏波受信用) 


ご注意 


垂直偏波受信のとき、この2つの 
水抜き孔が、必ず下側になるように 
設置してください。 

テープなどでふさがないでください。 
雨水がたまり、故障の原因となります0 


水平偏波受信のとき、この2つの水抜き孔が、 
必ず下側になるように設置してください。 
テープなどでふさがないでください。雨水が 
たまり、故障の原因となります。 















































































































設置•配線例 


△注意 


♦アンテナの取付工事を行うときは、落下防止のため、 
ネットを張ったり、アンテナや取付金具•工具などを 
ヒモで固定物に結んだりするなど、安全対策をしてから 
作業してください。 

♦アンテナの取付作業は、必ず2人以上で行なってください。 


アンテナの取付方向について 


アンテナは、 p .5 「アンテナを受信偏波に合わせる」 と 
P .6、 7「アンテナを設置する」 の説明にしたがって、正しく 
取付けてください。 

アンテナを上下逆に取付けると、内部に雨水がたまり、 
故障の原因となることがあります。本体背面の設置方向 
表示ラベルを確認し、正しく取付けてください。 


落下防止のため、 



設置場所に応じて、別売の必要な長さの750ケーブルをご用意ください。 


籲送信塔のある方向に向けて設置します。 

(設置は P .6、 7 「アンテナを設置する」、 方向調整は p.lOr アンテナの方向を調整する」 をご覧ください） 

籲ひさしや壁面に孔を開けたくない場合、屋内引き込み口やエアコン配管用の孔などから、750ケーブルを屋内に 
引き込みます。孔がないときは、別売のすき間用接続ケーブル STC5-P を使って引き込んでください。 




ください0 


ベランダ設置例 



fp.5 「垂直偏波を受信する場合」 1 

(をご覧ください。 j 

籲ケーブルをつたって雨水が 
ケースに入らないように、ケー 
ブルを U 字形に配線してくだ 
さい0 
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本体金具取付ボルト 
(垂直偏波用、4本） 
♦締付トルク 
4 N.m 
(41 kgf . cm ) 


本体金具取付ボルト 
本体金具（水平偏波用、4本） 
♦締付トルク 
3 N.m 

(31 kgf . cm ) 


本体金具の付換え 


①壁面取付金具•マスト取付金具の取外し 

方向固定ボルトを取外して、 

壁面取付金具•マスト取付金具 
を取外します。 

壁面取付金具 
マスト取付金具 


ご注意 


方向固定 
ボルト 



アンテナ本体を地面などに置くときは、アンテナに傷が 
付かないように、シートなどを敷いてください。 


② 本体金具の取外し 本体金具 

本体金具取付ボルト (8 本)と 
本体金具を取外します。 


本体金具取付ボルト 
(水平偏波用、4本） 


本体金具取付ボルト 
(垂直偏波用、4本） 


③本体金具の取付け 


ご注意 



MS 置方向表示ラベルにしたがって、アンテナ本体の 
上下を正しく設置してください。 

>取外した本体金具取付ボルト (8 本)は、必ず本体に 
取付けてください。内部に雨水が浸入して、故障の 
原因となります。 


設置方向 
表示ラベル 


® 


④出力端子部の回転 

@出力端子固定ボルトをゆるめ、出力端子部を手龍こひっぱりながら 
9〇°回転させます。 

©出力端子固定ボルトを指定のトルクで締付けます。 



⑤金具の取付け 

壁面取付金具•マスト取付金具 
を取付け、方向固定ボルトを 
通して、付属のレンチで締付け 
ます。 


壁面取付金具 


方向固定ボルト 
•方向調整後の 
締付トルク 
20 N-m 
(205 kgf - cm ) 


マスト取付金具 



設置方法は、 P.6、 7「アンテナを設置 
する」 をご覧ください。 


アンテナを受信偏波に合わせる 


お住まいの地域の地上デジタル放送の受信偏波が分からないときは、アンテナを購入された販売店におたずねください。 


水平偏波を受信する場合 

本体金具は出荷時のまま使用して設置します。設置方法は、 P.6 、 7 「アンテナを設置する」 をご覧ください。 


垂直偏波を受信する場合 j [取付.取外しには付属のレンチが必要です。 

最初に本体金具の向きを変えます。 


ご注意 


春壁面.ベランダ設置時のアンテナ方向調整範囲は左右15°です。參出力端子は、必ず90°回転させて、ケーブルが鉛直方向に 
參設置前に送信塔の方向を確認してください。 引き出せるようにしてください。水平方向のままにして 
參方向調整範囲が広い、マスト設置による受信をおすすめします。 おくと、ケーブルに雨水が浸入して、故障の原因となります。 


: pvHIHis_^ll- 
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アンテナを設置する 


mmamm 


△注意 


•壁面に取付ける場合、壁面の強度がわかる工務店に、必ずご相談ください。 

•アンテナの取付工事を行うときは、落下防止のため、ネットを張ったり、アンテナや取付 
金具•工具などを ヒモで 固定物に結んだりするなど、安全対策をしてから作業してください。 
•アンテナの取付作業は、必ず2人以上で行なってください。 


水平偏波を受信する場合 (垂直偏波を受信するときも、金具の向き、取付方法は同じです） 




»取付けには、 ㊉ ドライバーと付属のレンチが必要です。 

»取付ける壁面に合わせて、市販の木ネジやコンクリートアンカーをご用意ください。 


取付け前のご注意 


»壁面に取付ける場合、一度取付けると壁面に穴が開きます。事前に 
設置場所の付近で受信できることを確認してから、取付けてください。 
•壁面に壁面取付金具設置後、方向固定ボルトで、壁面取付金具とアンテナ 
本体を組付けます。 

»組付可能なスペース(本体上面から 30 cm 以上の空間）があることを 
確認してから取付けてください。 


1 ■ 金具の取外し 

① マスト固定ボルト （2 本）と、マスト固定金具を取外します。 

(マスト固定ボルトとマスト固定金具は使用しません） 

② 付属のレンチで方向固定ボルトをゆるめ、アンテナ本体の孔から 
取外して、壁面取付金具を取外します。 

2. 壁面取付金具の取付け 

市販の直径 5.1 mm の木ネジ (8 本)で板壁面に取付けます。 



設置方向表示(上方 

木ネジを先に2本取付け、壁面取付金具の〇孔を 
ひっかけて仮固定すると取付けやすくなります。 


ご注意 


壁面取付金具は水平に 
取付けてください。水平 
にしないとアンテナが 
傾き、最良の受信感度が 
得られません。 


木ネジ 
(8 本、市販品) 




壁面設 irf の土两合、 
使用しません。 


ご注意 


アンテナ本体を地面などに置くときは、 
アンテナに傷が付かないように、シート 
などを敷いてください。 


コンクリート製の壁面に取付ける場合 


市販のコンクリートアンカーを下図の位置 
(8 か所)に取付けてください。 


-70 mm - 
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() 内の値は壁面取付金具の外形寸法です。 


3. アンテナ本体の取付け 

① アンテナ本体を壁面取付金具に 
はめます。 

② 方向固定ボルトを壁面取付金具 
の孔に通し、付属のレンチで締 
付けます。 


® 


アンテナの設置が完了したら、 

P. 8「ケーブルに F 型 コネクターを 
取付ける」、「アンテナにケーブル 

を接続する」 を行なつてください。 



- /0 mm 


方向固定ボルト 
春方向調整後の 
締付トルク 
20 N 
(205 kgf - cm ) 


アンテナ本体 


壁面取付金具取付寸法(原寸大） 



壁面取付金具 






















































































































































アンテナを設置するっづき 


ベランダ•マスト設置 


水平偏波を受信する場合 (垂直偏波を受信するときも、金具の向き、取付方法は同じです） 


ベランダに設置 


取付けには付属のレンチが必要です。 


① マスト固定ボルト （2 本)をゆるめ、 
マスト固定金具の〇孔をマスト 
固定ボルトから外します。 

② 角柱に通して、マスト固定金具の 
〇孔をマスト固定ボルトの頭に 
はめ、マスト固定ボルト （2 本)を 
付属のレンチで均等に締付けます。 


方向固定ボルト 
方向調整後の 
締付トルク 
20 N.m 
205 kgf - cm ) 



ご注意 


>2本のマスト固定ボルトは均等に 
締付けてください。 

>出荷時は、方向固定ボルトは強く締 
付けてありません。方向固定ボルト 
を忘れずに締付けてください。 


方向固定ボルト 


マスト 
固定金具 


マスト固定 
ボルト (2 本) 


アンテナの設置が完了したら、 

p.lOr アンテナの方向を調整する」 

を行なってください。 


マスト固定ボルト (2 本） 
•締付トルク 
4 N.m 
(41 kgf - crn ) 


角柱 

適合角柱寸法\ 
25X25 〜 

\ 45x45mm I 


ご注意 



►アンテナは太い角柱部分に取付けて 
ください。 

> 45 x 45 mm を超える角柱に取付ける 
場合、別売のサイドベース SBM35 を 
ご使用ください。 

>コンクリートフェンスなどに取付ける 
場合、別売のコンクリートフェンス 
ベース KBM45N をご使用ください。 

卜12「アンテナ取付金具(別売)設置例ハ 

\をご覧ください。 ノ 


マストに設置 


取付けには付属のレンチが必要です。 


① マスト固定ボルト （2 本)をゆるめ、マスト固定 
金具の〇孔をマスト固定ボルトから外します。 

② マストを通して、マスト固定金具の〇孔をマスト 
固定ボルトの頭にはめ、マスト固定ボルト 
(2 本)を付属のレンチで均等に締付けます。 


方向固定ボルト 
春方向調整後の 
締付トルク 
20 N.m 
(205 kgf - cm ) 


ステンレスベルトでの取付け 


直径が 49 mm を超えるマストに 
取付ける場合、マスト固定金具を 
取外して市販のステンレスベル 
卜 (2 本)を使用してくだい。 




ステンレスベルト 
(市販品、2本） 

幅 20 mm 



マスト固定ボルト (2 本） 

1 方向調整後の締付トルク 
4 N.m 

(41 kgf - crn ) 


ご注意 


>2本のマスト固定ボルトは、アンテナ 
が左右に回転する程度に締付けて 
ください。方向調整が完了したら、 
付属のレンチで均等に締付けてくだ 
さい。 

>出荷時は、方向固定ボルトは強く締 
付けてありません。方向固定ボルト 
を忘れずに締付けてください。 


マスト(別売） 












/適合マスト径\ 


0 










\ 22〜 49 mm ノ 



アンテナの設置が完了したら、 

P.8 「ケーブルに F 型コネクターを 
取付ける」、「アンテナにケーブル 

を接続する」 を行なってください。 


ご注意 


春マストは垂直になるように建てて 
ください。 

參マストは強風でも倒れないように、 
しっかりと建ててください。 


⑦ 
















































































































ケーブルに F 型コネクターを取付ける 


F 型コネクターは、確実に取付けないと、受信不良の原因となります。説明をよく読んで取付けて 
ください。 

♦接触不良やショートを防ぐため、コネクターはていねいに取付けてください。 

•75 Q ケーブルは 5 C ケーブルまたは 4 C ケーブルをお使いください。 

馨付属の F 型コネクターは 5 C ケーブル用です。 4 C ケーブルの場合、別売の 4 C ケーブル用 F 型コネクターを 
お使いください。 


①ケーブルを付属の 
防水キャップに 
通してください。 


750ケーブル/防水キャップ 
(S5CFB) / (付属品） 




防水キャップは、 5C 側 
^のラインにそって切って 
ください。 


②ケーブルの加工 

(加工寸法は原寸大です) 


芯線の先を斜めに 
切断してください。 



芯線に白い膜が付いて 
いることがあります。 
導通を良くするために、 
必ず取除いてください。 


③ コネクター の取付け 

1.あみ線(編組)を折返してく 


■ あみ線•アルミ箔の| 
圓シヨー トに注意 ■ 


ださい。 

2. コネクターの内側にアルミ箔 
が入るように、アルミ箔の 
卷付けられている方向にコネ 
クターを回しながら、てい 


あみ線(編組)やアルミ箔 
の切れ端は、取除いてくだ 
さい。芯線に接触すると 
シヨート 状態になり、テレビ 
を見られなくなります。 


ねいに押し込んでください。 
あみ線(編組） 



アルミ箔 コネクター 


あみ線 芯線 

、lx 


ヽアルミ箔の 
切れ端 


④かしめ用リングをペンチで圧着 

コネクターが抜けないように、しっかりと 
圧着してください。 



芯線の長さは、必ず 2 mm に 
してください。 

芯線が長すぎると、コネクターが破損 
して機器が故障します。 


完成図 I £, mr ^ 丨芯線は、まっすぐにしてください c 



芯線が曲がっていると、ショートして機器が故障 


芯線 



芯線 


アンテナにケーブルを接続する 


♦ F 型コネクターを、アンテナの地上デジタル出力端子へしっかりと接続し、付属の防水キャップを矢印の 


方向へ確実に押し込んでください。 

•ケーブルは、コネクターや防水キャップに無理な力がかからないように配線してください。 



付属の防水キャップは、 
矢印の方向に確実に押し 
込んでください。 


防水キャップにビニルテープを 
卷付けて、ケーブルに固定しないで 
ください。雨水がたまり、故障の 
原因となります。 


ケーブルの接続が完了したら、 

P .1 〇「アンテナの方向を調整する」 

を行なってください。 


® 


•地上デジタル出力端子 


F 型 コネクター (付属品） 

1 1 mm のスパナを使用して、指定の 
トルクで締付けてください。 

鲁締付トルク 
2 N.m 

(21 kgf - crn ) 


アンテナを横に向けるとケーブル 
が接続しやすくなります。 

p.lOr アンテナの方向を調整 

する」 をご覧ください。 




























































































使用例 


bs«i io ° cs アンテナと混合する場合 


別売の衛星ミキサー MXHCWD-P を使用して、地上デジタル放送と 
BS-1 1 CTCS デジタル放送を1本のケーブルで引き込むことができます。 



UHF ラインブースターを使用する場合 


アンテナとテレビを短いケーブルで接続すると地上デジタル放送を見られるが、ケーブルを長く 
すると映らなくなる場合、別売の UHF ラインブースター UB18L-P を使用します。 



























































































アンテナの方向を調整する 


取付けには付属のレンチが必要です。 


1.アンテナの方向を変える 
C 方向の変え方〇 

左方向へ向けるときの例（アンテナを上から見た図） 

マスト（円柱）やサイドベースに取付けたときは、マスト固定ボルトをゆるめて方向を変えることをおすすめします。 

( P .1 1 「4 ■アンテナの固定」 参照） 


①アンテナの移動 

方向固定ボルトをゆるめ、アンテナ本体を 
方向固定ボルトに当たって止まるまで 
右方向へ スライドさせます。 



@アンテナの回転 

アンテナ本体を左方向へ回転させます。 



厂アンテナの可動範囲 




壁面設置時にアンテナが送信塔に向けられない 
場合、別売のサイドべース SBM 35 を使用するか、 
または、マストに設置してください。 


2. 受信チャンネルの設定 

初めて地上デジタル放送を受信する場合、アンテナを送信塔の方向に 
おおよそ向けてから、デジタルテレビの「チャンネルスキャン(サーチ)」を 
行なって、受信チャンネルを設定します。 


ご注意 


画面の表示は一例で、使用するデジタルテレビにより異なります。 
詳しくは、ご使用の機器の取扱説明書をご覧ください。 



3. 方向調整 


デジタルテレビの「受信レベル(アンテナレベル)」の値が最大になるように、 「受信レベル」の例 


アンテナを左右に移動•回転させてアンテナの向きを調整してください。 

(全チヤンネルが映ることを確認してください） 


ご注意 


春画面の表示は一例で、使用するデジタルテレビにより異なります。 

詳しくは、ご使用の機器の取扱説明書をご覧ください。 

籲より正確な方向調整のために、別売のレベルチェッカーを使用される 
ことをおすすめします。 



⑩ 









































































アンテナの方向を調整するっ づき 


4. アンテナの固定 


C 壁面設置） 

調整後、付属のレンチ 
で方向固定ボルトを 
締付けてください。 



レンチ(付属品） 



送信塔の方向 


方向固定ボルト 
1 方向調整後の 
締付トルク 
20 N.m 
(205 kgf - cm ) 


マスト設置） 

調整後、付属のレンチ 
でマスト固定ボルト 
(2 本)を均等に締付け 
てください。 


ご注意 


出荷時は、方向固定 
ボルトは強く締付 
けてありません。 
方向固定ボルトを 
忘れずに締付けて 
ください。 


方向固定ボルト 
* 締付トルク 
20 N.m 
(205 kgf - cm ) 



送信塔の方向 


マスト固定ボルト 
(2 本） 

1 方向調整後の 
締付トルク 
4 N-nn 

(41 kgf - cm ) 


ご注意 


•電波の弱し鳩所では、受信できません。また、強•中電界地域でも、障害物があり見通しの悪い場所では、受信できないことがあります。 
•送信電力の低し)特定のチヤンネルだけが映らないこともありますから、全チヤンネルがきれいに映るように方向を調整してください。 
•受信レベル(アンテナレベル)は、アンテナの高さでも変わります。高い場所に設置すると、受信レベルが大きくなることがあります。 
•設置後の建物等の環境変化により受信できなくなる場合があります。 


テレビがきれいに見られないときは 


症状 原因 


処置 


画像が出ない 


受信できません。 
アンテナの設定や調整を 
確認してください。 


メッセージは、一例です。 


コネクターの取付け- 
ケーブルの接続方法が 
間違っている。 


♦コネクターが正しくケーブルに取付けられているか確認して 
ください。 

春ケーブルが、地上デジタル出力端子に正しく接続されているか 
確認してください。 


信号が来ていない。 


参各ケーブルが、断線またはショートしていないか確認してくだ 
さい。 

春 F 型コネクターの芯線が短かつたり、芯線にあみ線(編組)や 
アルミ箔が触れたりしていないか確認してください。 


画像にモザイク状の 
ノイズが出ている 



•症状が消えるように、アンテナの方向を調整してください。 
•アンテナの設置場所や高さを変えて、送信塔からの電波が 
受信できるようにしてください。 


受信レベルが低い。 


•アンテナとテレビを短いケーブルで接続すると地上デジタル 
放送を見られるが、ケーブルを長くするとモザイク状のノイズ 
が出る場合、別売の UHF ラインブースター UB 18 し P を 
U 2 SWL 24 の地上デジタル出力端子に接続してください。 

( p .9 「UHF ラインブースターを使用する場合」 をご覧ください） 


⑪ 
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IP-PHS (ナビダイヤルが利用できない)電話からは 052-805-3366 
受付時間9〜12時、13〜17時（土•日•祝日、当社休業日を除く) 
インターネットホー厶ぺージ www . maspro . co.jp 
技術相談以外は、お近くの支店•営業所にお問合わせく ださい。 





規格表、性能、アンテナ取付金具(別売)設置核 



規格表 


Specifications 




アンテナ取付金具(別売)設置例 


項目 

Items 

規格 

受信チャンネル 

Reception Channels 

ch.13 〜62 

Z よ f Ga t 利得(感度） 

8〜 9.7dB 

VSWR 

Voltage Standino Wave Ratio 

2.4 以下 

前後比 

Front to Back Ratio 

16〜 25dB 

半値角度 

Half Power Beam Width 

68〜80° 

インピーダンス 

Impedance 

75Q(F 型コネクター） 

使用温度範囲 

Femperature Range 

㊀20〜㊉40て 

適合マスト径 

Adaptable Mast Diameter 

マスト： ¢22〜 49mm 
角柱： 25X25 〜45 x 45mm 

外観寸法 

Dimensions 

670(H) X 270 (W) XI 93(D) mm (壁面取付時) 

670(H) X270(W) X251 (D)mm(049mm マスト取付時） 

蒙重量） 

約 4.2kg 


すべてのグラフは、マスプロ独自の全自動アンテナ測定装置が描いた一例です。 



1アンテナ利得(感度 ）I 
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\80 x 80 mmy 


>フェンス(厚さ100- 

1200 mm 



サイドベース 

SBM35 

(別売） 


コンクリート 
フェンスベース 

KBM45N 

(別売） 


AASPIR© 
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470 


770 MHz 


Ch.|Hl4[l5l1^17l1^19[20l^22l23l2^25l^27[28l^30l3^32[33l34|35l3i37[38l3^40[41l42[43l4J45[46l47|48l4^50[51l5i53[54l55[56l5^58[59l60|61l62] 

マスプロの規格表•性能表に絶対うそはありません。保証します。 


ch .38 


半値角度 

74° 


滅效怒^^參够效效效够效效參紗效參效游级奴參游妓妓妓紗效發效衫怒效妓衫效怒级够參怒效游妓效妓衫妓效效游^^ 


UHF アンテナ保証書 


MODEL 


お客様ご住所 

丨ヒし — — 



★お客様お名前 


1 

★保証期間(販売店記入欄） 

お買上げ日 年 月 

日から1 i 

寄 

★販売店名 • 住所(販売店記入欄） 

TEL . - - 




U 2 SWL 24 

無料修理規定 


持込修理 


〇取扱説明書などの注意にしたがった正常なご使用状態で、保証期間中に故障した場合、 

お買上げの販売店に本製品と本書をご持参、ご提示のうえ、修理をご依頼ください。 

無料修理させていただきます。 

〇次のような場合、保証期間中でも有料修理になりますから、ご注意ください。 

不当な修理や改造による故障および損傷。 

お買上げ後の取付場所の移設、輸送、落下などに 
よる故障および損傷。 

他の機器などにより誘発する故障および損傷。 
一般家庭用以外(例えば業務用や車両 • 船舶への 
搭載など）に使用されたときの故障および損傷。 
設置工事、施工の不備によって生じた故障および 
損傷。 

warranty is valid only in Japan.) 

をお約束します。保証期間経過後の修理については、お買上げの販売店 
’維持できるときは、お客様のご要望により、有料修理いたします。 


• 本書のご提ない場合。 

-本書に、お#お名前、お買上げ日、_売店名の記入 
のなぃ場合、 ■ たは、販売店の発行 
販売店名を?鶴忍できる証明書(令副] 

• 本書の 字句を 書換えられた場合。 

• 火災、地震， fl 水害、落雷、その他< 

塩害、ガス常電圧などによる| 

• ご使用上の|による故障およ 
〇本書は日本国 iB ： 限り有効です。 


災地変、公害、 
:および損傷。 


本書に明示した；_ 
にお問合わせくださ 


;よび条件で、無料イ I : 
，、。修理によって機| 


スス□電工株式会社= 


傷 


傷 

傷 


本社〒 470-01 94(本社専用番号)愛知県日進市浅田町上納80 
営業推進部 TEL 名古屋 (052) 802-2244 


f ? ★印の欄にご記入のない場合、または、販売店の発行した、お買上げ日、販売店名 

象 を確認できる証明書(領収書など）のない場合、無効になります。 

本書は再発行いたしませんから、紛失しないよう大切に保管してください。 

灸^^^^^^^^^^炎众炎命众命命众炎灸众命炎众命众众众众众命众命命众命命众命淡众炎灸众炎资灸命炎众炎众说炎众炎 K 

製品向上のため仕様•外観は変更することがあります ( 


仙郡盛秋青札釧旭 


阜橋岡本井沢 
岐豊静松福金 


広松岡松高高大姫京 


2K 56 -537 N. 230101 37 -2T 


MASter ofTIFloduction 

旰陳3麯邮 
















































































































































































































































